
 
 
 
 
 
 
 新型コロナウイルス感染症による休校が終わり１カ月以上経ちました。しかしまだまだ収束とは言え

ず不安を感じていることも多いでしょう。学校は感染予防をしながら平常の生活に戻っています。 
 延期になっている健康診断ですが、内科・歯科・眼科は終わりました。 
残すは、７月１４日の耳鼻科検診です。なお今年の耳鼻科検診は、1年生 
は全員３年生の問診票で鼻と耳の項目にチェックをされた生徒のみ検診を 
行います。  
もうすぐ７月です。暑くなり今後は感染予防と合わせて熱中症対策も非 

常に大切になります。ご家庭においても感染拡大を予防するための新しい 
生活様式を取り入れた対策と熱中症予防をお願いいたします。 
 （ハンカチの持参を忘れてしまう生徒がいます。ご家庭でも声掛けをお願いいたします。） 
 

マスクをしていると特に注意が必要 
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                                 柏崎市立第二中学校 

 

今年の夏は、新型コロナウイルス感染症予防と熱中症対策の両方に気を付けなければならない 

厳しい夏になると言われています。今年の夏休みは８月８日（土） 

～８月２３日（日）です。暑い時に学校生活が行われます。 

特に外出自粛で体力が落ちていると暑さに体が慣れず、だれもが 

熱中症にかかる恐れがあります。 

 

また、マスクをしていると、のどの渇きを感じにくくなるの 

で要注意です。感染症も熱中症も誰がかかってもおかしくない、 

と思うと不安になってしまいますが、当たり前のことをしていれ 

ば大丈夫です。新しい生活様式に加えて、こまめな水分補給と規則正 

しい生活をすることで免疫力と体力のアップを図り、感染症や熱 

中症から自分を守ることができます。 

  

 休業中の生活リズムの乱れを引きずっている生徒、また疲れが出てきて体調不良のため保健室

で休養する生徒も出ています。学校生活中心の生活リズムに早く戻れるように、健康で楽しい学

校生活が送れるよう学校とご家庭で協力していきましょう。 

 
学校では、熱中症予防のために体育の時間・昼休みの

運動時・部活動中はマスクを外します。その後、必ず手

洗いをしっかり行うことにしています。登下校のときは

原則ソーシャルディスタンスを守り会話しないならマス

クを外してもいいこと。どうしてもお話したい時はマス

クをつけましょうと指導しました。 
 








